
日本薬剤師会学術大会とは、年に一

度全国から多くの薬剤師の方が集まる

大きなイベントです。今年は長野で行

われました。その分科会の１つとして、

私たち「薬学生の集い」が企画・運営

する「薬学生シンポジウム」を行いま

した。今回は昨年の滋賀大会に続いて

２回目の開催となりました。

今回の薬学生シンポジウムは「薬学生から

視る医療の世界」と題して行いました。

私たち薬学生が、短い学生期間の中、学生

であるからこそ抱く意見や疑問を各大学で調

べ、まとめた内容を発表しました。発表は東

京理科大学、国際医療福祉大学、武蔵野大学、

最後に薬学生の集いが行いました。また発表

後、薬剤師の方を交えてワークショップを行

いました。

「薬学生シンポジウム」は、10月10日の

14：00から開催しましたが、自分たち実行委

員や薬剤師会の担当の方が考えていた以上の

盛況ぶりで、座る席を探している薬剤師の方

や、立ち見をする方も出るほどの人の入りで

した。

開会式では、始めに日本薬剤師会顧問、参

議院議員の藤井基之様からごあいさつを頂戴

し、「薬学生シンポジウム」は始まりました。

東京理科大学は「医療と哲

学」という内容で発表しまし

た。哲学とは何かというところから始まり、

医療における哲学の重要性、哲学の学び方と

順に話した、理解しやすい内容でした。学生

には「自分の哲学を持ってほしい」、教育者

には「自分の哲学を皆に伝えてほしい」とい

う提言もしっかり伝わってきました。

国際医療福祉大学は

「違法麻薬の乱用をなく

すために今、必要とされること」という内容

で発表しました。実際に麻薬撲滅運動の活動

を行い、現在の麻薬使用への対策の

欠点や改善点を考え、実現するため

に国に必要なこと、自分たち学生に

必要なことを述べました。「いつか

ら活動をやるのでしょうか？今から

でしょう!!」との発言には、実際に

活動を行ったからこそ生まれた強い

意志を感じ、聴衆の心に響くものがありまし

た。

武蔵野大学は「６年制薬学部

の可能性～在宅医療を例として

～」という内容で発表しました。バイタルサ

インのチェックなど、超高齢化社会の中で薬

剤師に求められる臨床技能について、そして

６年制を卒業した薬剤師と現場の薬剤師が作

り上げる将来への期待を述べました。臨床技

能教育は大学によって格差があるという問題

点も含めて、これからの薬剤師はどうあるべ

きかという提言は、薬剤師も薬学生も考えさ

せられることが多かったと感じました。

薬学生の集いでは「実務実

習における学生の意識変化と

その要因」という内容で発表しました。学生

に実習についてのアンケートを実施し、その

回答から見えてきたことを述べました。今年

は実習元年であり、初めて実習を行った学生

の意見は貴重なものでした。また「他学生と

交流を行った学生は薬学に関する意識が向上

する」との意見を聞いて、実際に交流につい

て提案してみると言ってくださった薬剤師の

方もいらっしゃいました。

平成22年11月１日（月曜日） 第26号薬　学　生　新　聞 （３）

ワークショップでは「薬学未来新聞の見出

しを作るとしたら」というテーマで行いまし

た。2020年、2060年、2110年という年代設定

で、各班で薬学生と薬剤師の方々が交流しな

がら多くのアイデアを出し合い、最後にそれ

らをまとめ、発表しました。出た意見の一部

を挙げると、「一粒で10分だけ亡くなった人

を生き返らせることのできる薬を発明！」と

いう夢のあるアイデアから、「薬剤師がつい

に診断・処方権を取得！」という現実味のあ

るアイデアまでたくさんの意見が出ました。

全発表後、薬学教育協議会代表理事の望月正

隆様から総評をいただきました。

閉会式では日本薬剤師会会長の児玉孝様に

ごあいさつをいただき、無事に閉会しました。

私は副実行委員長として薬学生シンポジウム

を運営してきましたが、今回のシンポジウム

で薬剤師の方々も薬学生も何か感じるものが

あったのなら成功であったと思います。来年

の学術大会は宮城県で行われます。そこでも

薬学生シンポジウムを開催する予定です。こ

の記事を読んでいる薬学生の皆さん、都合が

合いましたら、ぜひ参加してみませんか!?

12月初めに、毎年恒例の

大イベント「年会」を開催

することが決定しました。

今回のメインテーマは「～

Break the Wall～ 思考⇔

行動⇔結果⇒未来」。開催

場所は異例の大学キャンパ

ス！特別講演として東京理科大学学長

の藤嶋昭様に講演していただきます。

皆様、奮って参加してください！！

日時：12月４～５日

場所：東京理科大学（野田キャンパ

ス）

HP：http://aps-jpanenkai2010.jimd

o.com/

文責：薬学生シンポジウム副実行委員長

薬学生の集い会計部長

城西大学２年　内田光哉

薬
学
生
に
よ
る
発
表

薬学生シンポジウムの概要

～発表内容～

東京理科大学

国際医療福祉大学

第43回日本薬剤師会学術大会で行われた 
薬学生による公開シンポジウム 
第43回日本薬剤師会学術大会で行われた 
薬学生による公開シンポジウム 

武蔵野大学

薬学生の集い

ワークショップ
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42年に開発されたが、尿

路･腸管感染症にしか使えな

い最初のキノロン･ナリジク

ス酸以後、DJは16年目にし

て初めて見出された、呼吸器

感染症などにも有効性を期待

し得るプロフィールを持った

弱酸性を示すキノロン（酸性

型キノロン）であった｡しか

し、DJは強いグラム陰性･陽

性菌活性と高い血中濃度を示

したにもかかわらず、呼吸器

感染症に有効性を示さず、開

発は中止された｡

たまたまDJの合成者だっ

た筆者は、自分が作ったキノ

ロンが世に出て、患者の治療

に貢献するかもしれないという思いで胸をワ

クワクさせていた｡DJを合成する前、創薬研

究に興味がなかったのが不思議なぐらいで、

創薬研究の魅力に取りつかれてしまったと言

ってよい｡

DJの突然の開発中止にはひどく落胆した

が、“自分の手で薬を作ってみたい”という

欲求が衰えることはなかった｡合成の知識だ

けでは薬は作れないことを痛感し、入社後初

めて、薬理、薬物動態、薬の安全性に関する

専門書を読みあさった。その結果、酸性型キ

ノロンの研究には漠然と限界を感じた｡

一方、ほぼ同時期に杏林製薬（現：キョー

リン）は、DJと同様に強い活性を示す両性

型フルオロキノロン（後のニューキノロン）

のノルフロキサシンを開発していた｡ノルフ

ロキサシンはDJを若干上回る活性を示した

が、血中濃度がDJの約1/10と低いにもかか

わらず、呼吸器感染症に有効であることを知

った｡この事実から、キノロンにおいては血

中濃度の高さより、薬物の組織移行性が重要

であることを悟り、研究方針を酸性型から両

性型へ変更。酸性型キノロンの構造活性相関

の知見を、両性型キノロンに反映させる研究

をアンダーグラウンドで始めた｡すなわち、

最も強い活性と広い抗菌スペクトルを示した

DJ-6779のピリドベンゾキサジン骨格を母核

とするニューキノロンの合成を計画した｡

一方、研究所の上層部は、呼吸器感染症に

有効な酸性型キノロンの探索に固執し、DJ

周辺化合物のさらなる合成を指示したが、研

究はすぐに行き詰まった。キノロンプロジェ

クト解散が囁かれ始めた頃、アンダーグラウ

ンドで始めていたニューキノロンの母核合成

を終え、その１カ月後に合成したオフロキサ

シンは、開発候補品に選ばれ、順調に前臨床

～臨床試験を経て、85年に上市された｡

日本化学療法学会のオフロキサシンのシン

ポジウムで、司会の先生から、すばらしい新

薬であるというまとめの言葉を聞いたとき

は、思わず胸に熱いものが込み上げてきた｡

その後、周辺化合物の詳細な構造活性相関を

検討すると同時に、オフロキサシンや他社の

ニューキノロンの

構造と活性、物性、

体内動態を安全性

情報を含めて比

較、解析した。オ

フロキサシンの優

れたヒト体内動態

は、好ましい脂溶

性（P'=５：クロ

ロホルム／燐酸バ

ッファーpH7.4の

分配係数）と良好

な水溶解性（2400

μｇ／ｍＬ）に起

因することを明ら

かにすると共に、

良好な経口吸収性と、中枢性の副作用を避け

るキノロンの望ましい脂溶性をP'=２～５と

して評価基準に加えた｡85年、他社に先んじ

て、オフロキサシンの光学分割に成功して特

許出願し（バイエル社関連出願より先願だっ

た）、その活性、物性から３Ｓ体であるレボ

フロキサシンのオフロキサシンを上回る資質

を早期に見抜いて、開発を主張した｡レボフ

ロキサシンは93年に上市され、強い活性と高

い安全性を伴ったニューキノロンのベストイ

ンクラスに成長した｡

さらに、P'=２～５を示し、強力な活性を

持つ次世代ニューキノロンを求めて探索研究

を継続し、対応する１位シクロプロピル･キ

ノロンに比べ、分子全体の脂溶性を大きく低

下させると共に、遺伝毒性を低減（小核試験

の陰性化）するセレンデピタスな特性を示す

１位の置換基、シス･２-フルオロシクロプロ

ピル基を見出し、P'=３、１を示すシタフロ

キサシンの開発に結びつけた｡シタフロキサ

シンは呼吸器感染症と尿路感染症を適応症に

持つ唯一の次世代ニューキノロンとなった。

｢創薬研究の魅力を知り、深い専門性と広

く浅いが、正確な創薬知識を身につけ、通常

では見過ごしてしまう有用な事実に気づき、

創薬研究に反映させる感性と洞察力、執念を

持てば、必ず目標は達成できる｡創薬研究は

全く面白い｣
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オフロキサシン、レボフロキサ 
シン、シタフロキサシンの誕生 
オフロキサシン、レボフロキサ 
シン、シタフロキサシンの誕生 
筆者らは物理化学的性質を重視したキノロン系抗菌薬（キノロン）の創薬研

究により、1980年からの10年間で３つのキノロン創製に成功したが､そのター

ニングポイントは実は、78年における酸性型キノロンDJ-6783（DJ）開発の失

敗であった｡

「
キ
ノ
ロ
ン
系
抗
菌
薬
」
創
製
へ
の
道 

「
キ
ノ
ロ
ン
系
抗
菌
薬
」
創
製
へ
の
道 

第一三共　早川　勇夫

◇１ －開発の喜び－ 

創薬研究の光と影 
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創薬研究の光と影 
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